
荒
ぶ
る
鬼
神
と
法
利
が
遭
遇
し
、
互
い
に
問
答
す
る
が
、
つ
い
に
荒
平
は
法
利
に
説
き
伏

せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
荒
神
の
豊
穣
の
杖
と
、
正
義
を
象
徴
す
る
法
利
の
剣
を
交
換
し
、
荒

平
は
よ
き
神
と
な
っ
て
天
下
泰
平
と
五
穀
豊
穣
を
祈
っ
て
舞
う
の
で
あ
っ
た
。

荒
平

上矢口郷土芸能保存会 〒739-1733 広島市安佐北区口田南五丁目 11-15　TEL 090-1352-2952

地元の新宮神社の秋祭り、薬師祭り、地蔵祭り、口田学区の盆踊り大会、あさきた神楽発表会、こうよう伝
統芸能祭りなどに参加し、郷土の伝統芸能の伝承と普及と地域住民のふれあいを図っています。神楽や和太
鼓に興味をお持ちのお方は、是非とも一度ご連絡ください。

大
鬼
・
中
鬼
・
小
鬼
を
杵
築
大
明
神
が
放
っ
た
矢
が
小
鬼
を
射
貫
き
、
母
の
中
鬼
が
懸
命

に
矢
を
抜
こ
う
と
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
退
治
さ
れ
る
側
の
親
子
の
情
愛
が
描
か
れ
て

お
り
、
神
々
に
お
い
て
も
勧
善
懲
悪
が
全
て
で
は
な
い
と
伺
う
こ
と
の
で
き
る
舞
で
あ
る
。

三
鬼
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〜
前
略
〜
大
蛇
に
喰
わ
れ
る
宿
命
の
奇
稲
田
姫
を
助
け
る
た
め
、
素
盞
鳴
尊
は
、
足
名
惟

と
手
名
椎
に
用
意
さ
せ
た
酒
を
大
蛇
に
巧
み
に
飲
ま
せ
た
。
酔
い
伏
せ
た
大
蛇
と
激
闘
の

末
、
見
事
打
ち
勝
っ
た
素
戔
嗚
尊
は
、
日
本
で
初
め
て
の
和
歌
を
詠
む
。
そ
の
後
、
姫
と

結
婚
し
、
出
雲
の
親
神
と
な
っ
た
二
人
の
子
孫
が
大
国
主
で
あ
る
。

大
蛇

伊勢神社神楽団 〒738-0031 広島県廿日市市原１１０１　TEL　082-928-2283
安芸十二神祇神楽の型を忠実に伝承し，中世神楽の根幹を成す「湯たて」「所務分」「荒平」「天臺将軍」等を
伝承している神楽団。特に，神がかりを伴う「天臺将軍」は県内でわずか２例しか現存していない貴重な舞
であり，10 月第２日曜日の前夜，伊勢神社のヨゴロの行事で舞われます。

天臺将軍（てんだいしょうぐん） 鎧姿の将軍が弓の端を使って天
臺につけた五つの米袋を落とす。最後には神がかりとなり、「死入」
（しにいり）や、「死舞」（しにまい）とも呼ばれる。

天臺将軍（伊勢神社奉納神楽 ）
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安芸十二神祇神楽の型を忠実に伝承し，中世神楽の根幹を成す「湯たて」「所務分」「荒平」「天臺将軍」等を
伝承している神楽団。特に，神がかりを伴う「天臺将軍」は県内でわずか２例しか現存していない貴重な舞
であり，10 月第２日曜日の前夜，伊勢神社のヨゴロの行事で舞われます。
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